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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　送信されるべき変調されたＲＦ信号(x(t))の出力電力(Px(t))を制御する際に、送信さ
れるべき複素ベースバンド入力信号（xLP(t)）を複素ベースバンドから所望のＲＦバンド
へアップコンバートするために利用されるＩ／Ｑ変調器（２００ｂ）におけるＩ／Ｑ変調
方法であって、
　前記複素アナログ・ベースバンド入力信号（xLP(t)）の同相及び直交のベースバンド成
分（i(t)及びq(t)）で与えられる直交信号表現を、前記複素ベースバンド入力信号（xLP(
t)）のマグニチュード（｜xLP(t)｜）と、位相（∠xLP(t)）とで与えられる極座標信号表
現に変換する工程と、
　前記複素ベースバンド入力信号（xLP(t)）の前記マグニチュード（｜xLP(t)｜）を表す
前記信号の狭帯域の高レベル成分（２２２）と、広帯域の低レベル成分（２２４）とを、
独立のステージ（２０４、２０６）において増幅し、前記狭帯域の高レベルマグニチュー
ド成分（２２２）を、前記広帯域の低レベルマグニチュード成分（２２４）の電力レベル
を安定化させるために利用する工程と、
　送信されるべき変調されたＲＦ出力信号(x(t))を生成するために、前記極座標信号表現
において、前記複素アナログ・ベースバンド入力信号（xLP(t)）のＩ／Ｑ変調を実行する
工程と、
　前記複素ベースバンド入力信号（xLP(t)）の前記広帯域の低レベル成分（２２４）を、
制御信号に基づいて利得が制御される可変利得電力増幅器（２０６）の入力ポートに供給
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する工程と、
を備え、
　前記制御信号は、前記複素ベースバンド入力信号（xLP(t)）の前記広帯域の低レベルマ
グニチュード成分（２２４）の前記電力レベルを安定化させるために利用される信号であ
ることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記制御信号を、差動増幅器（２０２）が供給するエラー信号によりＤＣ電力供給電圧
（Vbat）を調整することにより生成する工程を更に備え、
　前記エラー信号は、前記差分増幅器（２０２）の非反転入力ポートに与えられる、前記
複素ベースバンド入力信号（xLP(t)）の前記狭帯域の高レベルマグニチュード成分（２２
２）と、送信されるべき変調されたＲＦ信号(x(t))の反射波の出力電力レベルを表す、前
記差動増幅器（２０２）の反転入力ポートに与えられる信号との、増幅された差分信号と
して取得されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記複素ベースバンド入力信号（xLP(t)）の前記位相情報（∠xLP(t)）で変調された位
相変調された正弦波搬送信号（xP(t)）を、
　　前記位相変調された搬送信号（xP(t)）が供給される少なくとも一つの更なる可変利
得電力増幅器（２１２）の利得制御ポートに、前記可変利得電力増幅器（２０６）の前記
出力信号（xMC(t)）を供給することにより、
　該出力信号（xMC(t)）で振幅変調する工程を更に備えることを特徴とする請求項１に記
載の方法。
【請求項４】
　前記可変利得電力増幅器（２０６）の前記出力信号（xMC(t)）は、直列に接続された可
変利得電力増幅器（２１２、２１４）のカスケードの利得要素を制御し、
　前記直列に接続された可変利得電力増幅器（２１２、２１４）の前記カスケードの最も
上流の可変利得電力増幅器（２１２）には、前記複素ベースバンド入力信号（xLP(t)）の
前記位相情報（∠xLP(t)）を搬送する位相変調された正弦波搬送信号（xP(t)）が供給さ
れる
ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記直列に接続された可変利得電力増幅器（２１２、２１４）の前記カスケードの少な
くとも一つの可変利得電力増幅器（２１４）が選択的にバイパス可能であることを特徴と
する請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　バイパスされた前記電力増幅器（２１４）の前記利得制御信号（xMC(t)）が、選択的に
遮断可能であることを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記直列に接続された可変利得電力増幅器（２１２、２１４）の前記カスケードの少な
くとも一つの可変利得電力増幅器（２１２）の前記利得制御信号（xMC(t)）を、選択的に
弱める（Ｒ、Ｓ１）ことが可能であることを特徴とする請求項４乃至６のいずれか１項に
記載の方法。
【請求項８】
　前記複素ベースバンド入力信号（xLP(t)）の前記狭帯域の高レベルマグニチュード成分
（２２２）は、ベースバンドブロックから前記差動増幅器（２０２）の前記非反転入力ポ
ートに供給されるランプ信号（２２６）によって表されることを特徴とする請求項２乃至
７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　送信されるべき変調されたＲＦ信号(x(t))の出力電力(Px(t))を制御する際に、送信さ
れるべき複素ベースバンド入力信号（xLP(t)）を複素ベースバンドから所望のＲＦバンド
へアップコンバートするために利用されるＩ／Ｑ変調器（２００ｂ）におけるＩ／Ｑ変調
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方法であって、
　前記複素アナログ・ベースバンド入力信号（xLP(t)）の同相及び直交のベースバンド成
分（i(t)及びq(t)）で与えられる直交信号表現を、前記複素ベースバンド入力信号（xLP(
t)）のマグニチュード（｜xLP(t)｜）と、位相（∠xLP(t)）とで与えられる極座標信号表
現に変換する工程と、
　前記複素ベースバンド入力信号（xLP(t)）の前記マグニチュード（｜xLP(t)｜）を表す
前記信号の狭帯域の高レベル成分（２２２）と、広帯域の低レベル成分（２２４）とを、
独立のステージ（２０４、２０６）において増幅し、前記狭帯域の高レベルマグニチュー
ド成分（２２２）を、前記広帯域の低レベルマグニチュード成分（２２４）の電力レベル
を安定化させるために利用する工程と、
　送信されるべき変調されたＲＦ出力信号(x(t))を生成するために、前記極座標信号表現
において、前記複素アナログ・ベースバンド入力信号（xLP(t)）のＩ／Ｑ変調を実行する
工程と、
　送信されるべき変調されたＲＦ信号（x(t)）の反射波の出力電力レベルを表す信号を、
自動出力制御（ＡＰＣ）ループ（２２０）を構成するために、前記Ｉ／Ｑ変調器（２００
ｂ）の電力制御入力ポートに選択的にフィードバックする工程と、
を備え、
　前記ＡＰＣループ（２２０）は、送信されるべき前記変調されたＲＦ出力信号(x(t))の
前記出力電力レベル（px(t)）が、所定の名目値(P0)に達した場合に直ちに開放される（
Ｓ４）ことを特徴とする方法。
【請求項１０】
　　請求項１乃至９のいずれか１項に記載の方法を実行するように設計されていることを
特徴するＩ／Ｑ変調器。
【請求項１１】
　送信されるべき複素ベースバンド入力信号（xLP(t)）を複素ベースバンドから所望のＲ
Ｆバンドへアップコンバートするために利用されるＩ／Ｑ変調器（２００ｂ）であって、
　前記複素アナログ・ベースバンド入力信号（xLP(t)）の同相及び直交のベースバンド成
分（i(t)及びq(t)）で与えられる直交信号表現を、前記複素ベースバンド入力信号（xLP(
t)）のマグニチュード（｜xLP(t)｜）と、位相（∠xLP(t)）とで与えられる極座標信号表
現に変換する直交－極座標変換モジュール（２０８）と、
　前記複素ベースバンド入力信号（xLP(t)）の前記マグニチュード（｜xLP(t)｜）を表す
前記信号の狭帯域の高レベル成分（２２２）と、広帯域の低レベル成分（２２４）とを、
並列に増幅し、前記狭帯域の高レベルマグニチュード成分（２２２）を、前記広帯域の低
レベルマグニチュード成分（２２４）の電力レベルを安定化させるために利用する独立の
増幅ステージ（２０２、２０４、２０６）と、　前記複素ベースバンド入力信号（xLP(t)
）の前記位相情報（∠xLP(t)）で変調された位相変調された正弦波搬送信号（xP(t)）を
、前記広帯域の低レベルマグニチュード成分（２２４）を表す電力の安定化されたアナロ
グ信号（xMC(t)）で振幅変調することにより、送信されるべき変調されたＲＦ出力信号(x
(t))を生成するために、前記極座標信号表現において、前記複素アナログ・ベースバンド
入力信号（xLP(t)）のＩ／Ｑ変調を実行する振幅変調器（２１２）と、
　前記複素ベースバンド入力信号（xLP(t)）の前記広帯域の低レベル成分（２２４）が供
給され、制御信号に基づいて利得が制御される可変利得電力増幅器（２０６）と
を備え、
　前記制御信号は、前記複素ベースバンド入力信号（xLP(t)）の前記広帯域の低レベルマ
グニチュード成分（２２４）の前記電力レベルを安定化させるために利用される信号であ
ることを特徴とするＩ／Ｑ変調器。
【請求項１２】
　前記制御信号を、差動増幅器（２０２）が供給するエラー信号によりＤＣ電力供給電圧
（Vbat）を調整することにより生成するＤＣ／ＤＣコンバータ（２０４）を更に備え、
　前記エラー信号は、前記差分増幅器（２０２）の非反転入力ポートに与えられる、前記
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複素ベースバンド入力信号（xLP(t)）の前記狭帯域の高レベルマグニチュード成分（２２
２）と、送信されるべき変調されたＲＦ信号(x(t))の反射波の出力電力レベルを表す、前
記差動増幅器（２０２）の反転入力ポートに与えられる信号との、増幅された差分信号と
して取得されることを特徴とする請求項１１に記載のＩ／Ｑ変調器。
【請求項１３】
　前記複素ベースバンド入力信号（xLP(t)）の前記位相情報（∠xLP(t)）で変調された位
相変調された正弦波搬送信号（xP(t)）を、前記可変利得電力増幅器（２０６）の前記出
力信号（xMC(t)）で振幅変調する少なくとも一つの更なる可変利得電力増幅器（２１２）
であって、前記位相変調された搬送信号（xP(t)）が供給され、前記可変利得電力増幅器
（２０６）の前記出力信号（xMC(t)）により利得制御される、少なくとも一つの更なる可
変利得電力増幅器（２１２）を更に備えることを特徴とする請求項１１又は１２に記載の
Ｉ／Ｑ変調器。
【請求項１４】
　前記可変利得電力増幅器（２０６）の前記出力信号（xMC(t)）により利得制御される、
直列に接続された可変利得電力増幅器（２１２、２１４）のカスケードを更に備え、
　前記直列に接続された可変利得電力増幅器（２１２、２１４）の前記カスケードの最も
上流の可変利得電力増幅器（２１２）には、前記複素ベースバンド入力信号（xLP(t)）の
前記位相情報（∠xLP(t)）を搬送する位相変調された正弦波搬送信号（xP(t)）が供給さ
れる
ことを特徴とする請求項１１乃至１３のいずれか１項に記載のＩ／Ｑ変調器。
【請求項１５】
　前記直列に接続された可変利得電力増幅器（２１２、２１４）の前記カスケードの少な
くとも一つ（２１４）を、選択的にバイパスするためのスイッチ（Ｓ３）を備えることを
特徴とする請求項１４に記載のＩ／Ｑ変調器。
【請求項１６】
　バイパスされた前記電力増幅器（２１４）への前記利得制御信号（xMC(t)）を選択的に
遮断するためのスイッチ（Ｓ２）を備えることを特徴とする請求項１５に記載のＩ／Ｑ変
調器。
【請求項１７】
　前記直列に接続された可変利得電力増幅器（２１２、２１４）の前記カスケードの少な
くとも一つの可変利得電力増幅器（２１２）の前記利得制御信号（xMC(t)）を、選択的に
弱めるための抵抗（Ｒ）に並列に接続されたバイパススイッチ（Ｓ１）を備えることを特
徴とする請求項１４乃至１６のいずれか１項に記載のＩ／Ｑ変調器。
【請求項１８】
　請求項１１乃至１７のいずれか１項に記載のＩ／Ｑ変調器（２００ｂ）を備えることを
特徴とする無線送信機。
【請求項１９】
　請求項１１乃至１７のいずれか１項に記載のＩ／Ｑ変調器（２００ｂ）を備えることを
特徴とする移動体電話通信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、変調されたＲＦ信号を処理するために利用されるデジタル通信装置における
変調器の構造の分野に全般的に関連する。より詳細には、送信されるＲＦ信号出力電力を
制御するための送信ブロックの電力増幅回路に関連する。
【背景技術】
【０００２】
　無線通信エリアは注目に値すべき成長を遂げており、結果として、無線通信装置に適用
される高効率の電力制御回路の需要が劇的に増大している。ポータブル無線環境では、全
ての回路は小型のバッテリから電力を取得しているため、回路設計における最も重要な側
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面の一つは、電力消費を最適化することである。更に、無線通信装置は、低コスト製品と
して実現されなければならないため、適用される回路のコストも同様に削減されなければ
ならない。
【０００３】
　ＱＡＭ送信機とＱＡＭ受信機からなる従来の無線通信システムの基本的構造は、図１ａ
及び図１ｂに示される。図１ａに示されるシステムの送信機側１００ａにおける基本的動
作は以下のようになる。デジタルデータはまず符号化される（ik,qk）。その後、デジタ
ル－アナログ変換器１０２に入力された後、直交変調器（quadrature modulator）１０４
により、複素直交(complex-valued orthogonal)の同相（in-phase：Ｉ）と、直交(quadra
ture：Ｑ)チャネルが結合される。結果として得られた信号は、内部ミキシングステージ
によりＲＦキャリア周波数にアップコンバートされる。そして、フィルタリングステージ
を通過して、ＲＦ信号は電力増幅器１０６を駆動する。該電力増幅器１０６の出力信号ｘ
(ｔ)は、送信（ＴＸ）アンテナ１０８に供給される。アンテナは、信号を大気中に放射し
、送信が完了する。図１ｂに示される受信機側１００ｂでは、単純に逆のことが行われる
。但し、弱冠異なる構成要素を使用しなければならない。まず、受信されたＲＦ信号ｘ(
ｔ)は、目的のＲＦバンドを選択するためにフィルタリングされる。その後、低雑音増幅
器１１２（ＬＮＡ）に供給される。そして、信号はフィルタリングされ、（ホモダイン受
信機の場合には）パスバンドからベースバンドへ直接にダウンコンバートされるか、或い
は、（ヘテロダイン又はスーパーへテロダイン受信機の場合には）１以上の中間周波数（
ＩＦ）ステージにミックスされる。これにより、最終的なミキシングステージでは、信号
をＩ成分及びＱ成分に分割することができる。なお、更に処理を行う前に、ベースバンド
において、アナログ－デジタルコンバータ１２０にＩ信号及びＱ信号が与えられる。
【０００４】
　電力増幅器（ＰＡ）は、送信されるべき信号を取得し、特定の電力出力レベルでアンテ
ナを駆動するために必要とされるレベルにまで信号を増幅する、システムの構成要素であ
る。ほとんどの無線通信システムにおいて、ＰＡは最大の電力消費源であるが、これは、
アンテナ（電力出力）に送られる必要のある電力量自体が非常に大きな為である。この量
はＰＡ内において消費される電力の合計を含むものではなく、単にアンテナを駆動するた
めに必要とされる量である。能動的な装置及び周辺回路では、幾ばくかの電力が常に消費
されることとなるので、ＰＡで消費される電力の合計は、必然的に電力出力よりも大きく
なる。電力出力の詳細(specification)自体はしばしば、ＲＦシステム内の残りのブロッ
クの電力消費よりも大きくなり、そのようなＰＡの電力消費は、電力出力よりも高いもの
となるであろうから、ＰＡは、明らかにシステムにおける主たる電力消費源である。
【０００５】
　送信されるべき信号は、ＰＡの出力を負荷装置(load device)に適用することにより、
しばしば送信される。該負荷装置は、実際の回路要素、やアンテナ、或いは類似の装置で
あってもよい。信号を確実に送信するために必要とされる電力レベルは、しばしば極めて
高いものであるので、ＰＡ内で消費される電力は大量となる。多くの無線アプリケーショ
ンにおいて、送信される信号が十分な電力を有すればそれで十分であり、この増幅器によ
る電力消費量は重要な意味を有するものではない。しかしながら、送信手続には不十分な
限られた量のエネルギーしか利用可能でない場合、エネルギーを利用可能な期間を最大化
するために、全ての装置において消費される電力は最少化されなければならない。
【０００６】
　今日使用される電力増幅器の異なるクラスの数は、数え切れないほど莫大なものであり
、その範囲は、完全に線形なものから完全に非線形なものまであり、同様に、極めてシン
プルなものから異常に複雑なものまである。ＰＡ用語において、”線形(linear)”電力増
幅器とは、入力と出力とが線形性を有するものをいう。ＰＡは非線形に動作するトランジ
スタ（例えば、カットオフと飽和との間で切り替わるＦＥＴ）を備えていても良いが、そ
れでも線形と見なすことができる。非線形のＰＡは、比較的高効率であることを特徴とす
る一方で、（特に、入力のＰＡへの拡散の要因となるローカル発振器において位相雑音が
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多い場合には、中間変調製品(intermodulation products)の為に）その非線形性により出
力信号が拡散してしまう。
【０００７】
　電力増幅器は、幾つかのシリアルステージから構成することができる。各ステージは、
通常前段のステージよりもパワフルである。零入力電流(quiescent current)の大半は、
高電力ステージにおいて流れ、該高電力ステージは無線通信に必要とされる低出力電圧レ
ベルには必要とされない。そこで、高電力ステージが必要とされない場合は、それらをバ
イパスする手段によりエネルギー消費を大幅に削減することができる。
【０００８】
　無線電話機はバッテリーの電力により動作するので、電力を節約し、バッテリ寿命を長
持ちさせるために、それらの送信器が可能な限り効率的に動作することは望ましい。ＵＭ
ＴＳ標準により管理されるようなＷ－ＣＤＭＡシステムでは、理想的には、電力増幅ステ
ージは高効率で、要求されるダイナミックレンジにおいて線形動作が可能であるべきであ
る。しかしながら、従来技術ではこの理想に近づけていない。多くの無線電話機は電力管
理は貧弱なものである。低電力送信の間、不要なカスケード増幅ステージ(cascaded ampl
ifier stages)によって電力が消費されている。そこで、使用されていないステージのバ
イパスを試みるものである。
【０００９】
　通常の動作条件下では、従来の無線送受信装置はＡＰＣ回路を利用して、増幅ステージ
における出力電力の制御を行っている。ＡＰＣ回路は、大抵のＲＦ送受信器が、線形の電
力増幅器に接続するための外部接続を有することを認識する。最終段の電力増幅器の出力
において変調されたＲＦ信号の電力が検知された後、該信号はＤＣ電圧に変換され、最終
段の出力電力を長期間に渡って一定に維持するためにバリアブル・ゲイン中間周波数（Ｉ
Ｆ）ステージに戻される。ＡＰＣ電圧生成は、非常に早くに実行されるので、熱ドリフト
や動作電圧偏差(operating voltage deviation)等により生ずるゲインドリフトは、回路
によって補償されない。別のオプションは、ＡＬＣ電圧を最終段の増幅器の駆動電力から
引き出し、それを、ＲＦ送受信器の外部ＡＰＣ入力に与えることである。電力増幅器がオ
ーバードライブ状態になると、送受信器のＡＰＣ回路に逆流する負電圧（negative volta
ge）が生成されることとなる。この電圧は、送受信器の送信ステージにおけるゲインコン
トロールとして作用し、駆動電力（送受信器の出力電圧）を自動的に低下させ、オーバー
ドライブされたアンプから生ずる歪みを制限する。
【００１０】
　図２ａは、従来技術に対応する従来の自動電力制御（ＡＰＣ）ループを示す概略的なブ
ロック図である。これは、ＲＦ信号生成を行うアナログ回路出力ポートにおける信号レベ
ルを安定化させるために使用される。よって、この回路は、振幅変調を実行するためにも
利用することができる。それは、周波数合成ユニット（frequency synthesizing unit : 
ＦＳＵ）、変調されたＲＦ出力信号の反射波（reflected wave）をワイドバンド・ディテ
クタ・ダイオードに供給する駆動体（power driver、例えば方向性結合器(directional c
oupler)）、及び、出力信号を電子的に制御可能なアッテネータ（例えば、ＰＩＮダイオ
ードにより実現される振幅変調ステージ）に提供される増幅ステージを備える。このＲＦ
信号生成器が掃引周波数(sweep-frequency)のアプリケーションに利用される場合、検証
されるＲＦユニットの入力ポートにおける信号レベルを一定に保つために、大抵は外部検
出器が適用される。従って、ＦＳＵの出力インピーダンスは、ＡＰＣループに応じて変化
することに注意すべきである。
【００１１】
　[従来技術の簡単な記述]
　米国特許第５，６６１，４３４号（特許文献１）には、低電力動作における電力消費を
削減するための高効率のマルチ・パワーレベル増幅回路が開示されている。これにより、
複数の電力増幅ステージがカスケードされ、複数のレベルの増幅が提供される。少なくと
も一つの電力増幅ステージは、低電力動作が期待される場合にスイッチオフされるべき電
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力増幅器の組合せを１通り以上可能とするために、信号切替ネットワーク(signal switch
ing network)を含む。スイッチオフされた電力増幅器は、実質的に電流が電源から流れな
いようにバイアスされる。
　通信信号の増幅のためのシステム及び方法が、米国特許出願公開第２００２／０１９３
０８５号（特許文献９）に開示されている。このシステム及び方法は、独立請求項の序文
における特徴を備える。
　特許文献９によれば、比較的広帯域の合成信号の少なくとも振幅成分及び位相成分のい
ずれかの帯域幅が減少される。例えば、ＣＤＭＡ信号増幅の為のＥＥＲ増幅器システムは
、ＲＦ増幅器の制御の為に、振幅信号成分経路に含まれる振幅帯域幅削減モジュールと、
位相信号成分経路に含まれる位相帯域幅削減モジュールとを包含する。位相帯域幅削減モ
ジュールは、例えば位相信号の振幅と入力信号の振幅との間に非線形性の関係を形成して
、入力信号の位相成分の帯域幅を減少させる。振幅帯域幅削減モジュールは、例えば、Ｒ
Ｆ増幅器に供給される電源と入力信号の振幅との間に非線形性の関係を形成して、入力信
号の振幅成分の帯域幅を減少させる。
【００１２】
　欧州特許出願公開第１ ２２９ ６４２ 号（特許文献２）は、入力ＲＦ信号を増幅する
ための移動体送信ユニットの電力増幅回路に関連し、当該電力増幅回路は、入力ＲＦ信号
を増幅するための増幅経路、増幅経路をバイパスするためのバイパス経路、及び、増幅モ
ードとバイパスモードとの間で電力増幅回路の動作モードを制御するための制御ターミナ
ルとを備える。このように、入力ＲＦ信号は、増幅モードにおいて増幅経路により増幅さ
れるか、或いは、バイパスモードにおいてバイパス経路によりバイパスされる。バイパス
経路は、増幅モードにおける出力ＲＦ送信信号に実質的な影響を与えないように、かつ、
バイパス経路の信号経路においてシリアルスイッチが不要となるような方法で設計される
。しかしながら、特許文献２は、送信ユニットの最終ステージ、及び、低電力信号の送信
時にＤＣエネルギーをセーブするために最終の電力増幅ステージをバイパスする可能性の
みを記述している。
【００１３】
　少なくとも無線送信機及び受信機の何れか、特に対応する送信ユニット及び受信ユニッ
トを備える携帯電話機の電力消費を削減するための処理が、米国特許出願公開第２００２
／００１００１０号（特許文献３）に開示されている。これによれば、電力消費は、かな
り不正確な水晶発振器からの基準周波数を受信するフラクショナル分割フェーズロックル
ープ(fractional-division phase locked loops:PLLs)を利用して削減される。送信／受
信ステージが不作動状態にある処理ステージの入力に対する発振器の出力を切り替えるこ
とにより、電力消費が更に削減される。また、フラクショナル分割ＰＬＬｓの動作を停止
することができる。
【００１４】
　米国特許出願公開第２００２／００１８５３４号（特許文献４）では、乗算器の構成（
ＭＵＸＥＲ）が開示されており、アナログ位相情報と、高周波ローカル発振器（ＬＯ）信
号とから、高周波位相ベクトルの成分を生成するように、また、加算手段において該成分
から位相ベクトルを合成するように適合されている。更に、上記の位相ベクトルを、アナ
ログ位相情報が依存する位相信号の第１のカテゴリの所定の遷移内で、複素平面内の四角
形の輪郭と平行な軌跡を有するベクトルとして提供するように適合されている。また、そ
のような乗算器構成を有する信号変調器と送信機とが記述されている。
【００１５】
　更に、米国特許第５，００３，２７０号（特許文献５）には、無線周波数（ＲＦ）増幅
器の出力電力レベルを制御するための、改良された回路が開示されている。これによれば
、回路は、ＲＦ増幅器の出力をサンプリングする。サンプル値は、予め選択された変調周
波数において振幅変調され、検出器(detector)へ伝達される。振幅変調信号に応じて、検
出器は、振幅により各ＲＦ増幅器の出力電力を表し、周波数により変調周波数を表す信号
を生成する。検出器によって生成された信号の振幅は、基準振幅と比較され、差分（エラ
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ー信号）がＲＦ増幅器の利得制御に利用される。
【００１６】
　デルタ変調及びデルタ変調された電力供給源（delta-modulated power supply）をそれ
ぞれ利用する、クラスＤ／Ｅ電力増幅器の効率を線形化するための方法及び装置が、米国
特許第５，８４７，６０２号（特許文献６）及び米国特許第５，９７３，５５６号（特許
文献７）の二つの文献に開示されている。これによれば、デルタ変調されたマグニチュー
ド増幅器(magnitude amplifier)が、エンベロープ除去及び回復(envelope elimination a
nd restoration)を採用するＲＦ電力増幅器のマグニチュード成分(magnitude component)
を増幅するために利用される。デルタ変調された増幅器によりもたらされる非線形性は、
パルス幅変調に基づく従来のアプローチに比べ最小のものとなる。開示される技術は、標
準的なＭＯＳ技術においてスイッチト・キャパシタ回路を利用して、二つの外部要素（例
えば、インダクタ及びキャパシタ）のみと併せて実現することができる。よって、ここで
開示される技術は、効率的で、線形性のあるＲＦ電力増幅器を、低コストのＭＯＳ技術を
利用して実現を可能とするものである。
【００１７】
　米国特許第６，３７７，７８４号（特許文献８）は、所望の振幅変調を実現するために
利用される、高効率（例えば、ハードリミッティング(hard-limiting)或いはスイッチモ
ードの）電力増幅器の高効率電力制御について記述する。ある実施形態では、所望の変調
の最大周波数とスイッチモードＤＣ／ＤＣコンバータの動作周波数との格差(spread)は、
スイッチモードコンバータにアクティブ・リニア・レギュレータを繋げることにより減少
する。このレギュレータは、電力増幅器の動作電圧を十分な帯域において制御して、所望
の振幅変調波形を正確に再生するように設計されている。線形レギュレータは更に、入力
電圧の変動を排斥する(reject)ように設計されている。その一方で、出力電圧は適用され
た制御信号に応じて変化するようになっている。この排斥は、入力電圧の変動が、制御さ
れた出力変動の周波数と均等か、より低い周波数であったとしても行われる。この文献で
は、振幅変調は、直接的或いは効率的に、電力増幅器の動作電圧を変更することにより、
振幅変調が実現されても良い。このとき、初期のＤＣ電力の振幅変調出力信号への変換に
おいて高効率が同時に達成される。スイッチモードＤＣ／ＤＣコンバータが、線形レギュ
レータを横切る電圧降下が低く、かつ、比較的コンスタントなレベルで維持されるように
、出力電圧を変化させることにより、さらなる高効率を達成することもできる。時分割多
元接続（ＴＤＭＡ）のバースティング・ケーパビリティ（bursting capablility）が、組
み合わされるされる機能の制御と共に、効率的な振幅変調と組み合わされてもよい。更に
、通信システムからのコマンドに従う平均的な出力電力レベルの変動は、同一の構造にお
いて結合されても良い。
【特許文献１】米国特許第５，６６１，４３４号明細書
【特許文献２】欧州特許出願公開第１ ２２９ ６４２ 号明細書
【特許文献３】米国特許出願公開第２００２／００１００１０号明細書
【特許文献４】米国特許出願公開第２００２／００１８５４３号明細書
【特許文献５】米国特許第５，００３，２７０号明細書
【特許文献６】米国特許第５，８４７，６０２号明細書
【特許文献７】米国特許第５，９７３，５５６号明細書
【特許文献８】米国特許第６，３７７，７８４号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１８】
　上記の技術を鑑みれば、本発明の目的は、無線周波数（ＲＦ）信号を変調するための特
定の効率的及び柔軟な技術を提供することである。
【００１９】
　本発明は、変調器の異なる増幅ステージにおける最適化を特に扱うものである。
【００２０】
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　特許請求の範囲の独立請求項における特徴により、上記の目的は達成されるものである
。従属請求項では、本発明の有利な特徴が定義されることとなる。
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　本発明の第１の側面によれば、
axLP(t)=i(t)+j*q(t)=a(t)*e

jψ(t)i(t):=Re{xLP(t)}q(t):=Im{xLP(t)}j:=√-1
x(t)=Re{xLP(t)*e

+j*2π*fRF*t}=a(t)*cos(2π*fRF*t+ψ(t))=i(t)*cos(2π*fRF*t)-q(t)
*sin(2π*fRF*t)a(t):=|xLP(t)|={(i

2(t)+q2(t)}1/2

ψ(t):=∠xLP(t)=arc tan{q(t)/i(t)}, Ｉ／Ｑ変調のための方法が提供される。
【００２２】
　複素アナログ・ベースバンド入力信号（xLP(t)）の同相（Ｉ）成分と直交（Ｑ）成分と
は、Ｉ／Ｑ変調状態(I/Q modulation states)（xLP(t)）の、マグニチュード(magnitude
、以下同じ)（｜xLP(t)｜）と、位相（∠xLP(t)）とを表す信号にそれぞれ変換される。
【００２３】
　そして、エンベロープ(envelope、以下同じ)（｜xLP(t)｜）と位相信号（∠xLP(t)）と
は、変調されたＲＦ出力送信信号（x(t)）を生成するために結合される。
【００２４】
　これにより、Ｉ／Ｑ変調状態（xLP(t)）のマグニチュード（｜xLP(t)｜）を表す信号の
低速の高レベル成分(slow high-level component、以下同じ)と、高速の低レベル成分(fa
st low-level component、以下同じ)とが、独立のステージにおいて増幅されることとな
る。
【００２５】
　Ｉ／Ｑ変調状態（xLP(t)）のマグニチュード（｜xLP(t)｜）を表す信号(xMC(t))の低速
の高レベル成分は、ＤＣ／ＤＣコンバータを利用して増幅することができる。
【００２６】
　Ｉ／Ｑ変調状態（xLP(t)）のマグニチュード（｜xLP(t)｜）を表す信号(xMC(t))の低速
の高レベル成分と、高速の低レベル成分とは、増幅された高レベル成分に基づいて利得が
制御される電力増幅器に、低レベル成分を供給することにより結合することができる。
【００２７】
　結合されたエンベロープ（｜xLP(t)｜）を表す信号（xMC(t)）は、Ｉ／Ｑ変調状態（xL
P(t)）の位相情報（∠xLP(t)）で変調されたＲＦ信号（xP(t)）が与えられる少なくとも
一つの更なる電力増幅器の利得を制御することができる。
【００２８】
　Ｉ／Ｑ変調状態のマグニチュード（｜xLP(t)｜）を表す信号（xMC(t)）は、幾つかのシ
リアル接続された電力増幅器の利得を制御することができる。ここで、カスケードされた
電力増幅器の最も上流の電力増幅器（２１２）には、Ｉ／Ｑ変調状態（xLP(t)）の位相情
報（∠xLP(t)）を伝搬するＲＦ信号（xP(t)）が与えられる。
【００２９】
　ここで、カスケードされた電力増幅器の少なくとも一つを、選択的にバイパスすること
ができる。
【００３０】
　バイパスされた電力増幅器への電力供給（Vbat）は、選択的に遮断することができる。
【００３１】
　Ｉ／Ｑ変調状態（xLP(t)）のマグニチュード（｜xLP(t)｜）を表し、シリアル接続され
た電力増幅器のうちの一つの利得を制御する信号（xMC(t)）は、選択的に弱めることがで
きる(can be selectively dampened)。
【００３２】
　Ｉ／Ｑ変調状態（xLP(t)）のマグニチュード（｜xLP(t)｜）を表す信号（xMC(t)）の高
レベル成分は、ベースバンドブロックから増幅器へ与えられるランプ信号によって表され
る。
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【００３３】
　本発明の更なる側面によれば、周波数又はＩ／Ｑ変調(frequency or I/Q modulation)
を選択的に実行するための方法が提案される。
【００３４】
　そこでは、複素アナログ・ベースバンド入力信号（xLP(t)）の同相（Ｉ）成分と直交（
Ｑ）成分は、Ｉ／Ｑ変調状態（xLP(t)）の、マグニチュード（｜xLP(t)｜）と、位相（∠
xLP(t)）とを表す信号にそれぞれ変換される。
【００３５】
　そして、エンベロープ（｜xLP(t)｜）と位相信号（∠xLP(t)）とは、変調されたＲＦ出
力送信信号（x(t)）を生成するために結合される。
【００３６】
　これにより、変調されたＲＦ出力送信信号（x(t)）の電力(Px(t))が、自動出力制御（a
utomatic power controled : ＡＰＣ）ループを構成するために選択的にフィードバック
される。
【００３７】
　ＡＰＣループは、Ｉ／Ｑ変調の場合に、変調されたＲＦ出力送信信号(x(t))の電力（px
(t)）が所定の名目値(defined nominal value)(P0)に達した場合は、直ちに開放される。
【００３８】
　本発明の更なる側面によれば、上記の方法を実行するように設計されたＩ／Ｑ変調器が
提案される。
【００３９】
　本発明の更なる側面によれば、Ｉ／Ｑ変調器は、
　複素アナログ・ベースバンド入力信号（xLP(t)）の同相（Ｉ）成分と直交（Ｑ）成分と
を、Ｉ／Ｑ変調状態（xLP(t)）の、マグニチュード（｜xLP(t)｜）と、位相（∠xLP(t)）
とを表す信号にそれぞれ変換する変換部と、
　マグニチュード（｜xLP(t)｜）と位相信号（∠xLP(t)）とを、変調されたＲＦ出力送信
信号（x(t)）を生成するために結合する結合部とを備え、
　該Ｉ／Ｑ変調器は、Ｉ／Ｑ変調状態（xLP(t)）のマグニチュード（｜xLP(t)｜）を表す
信号の低速の高レベル成分と、高速の低レベル成分とを、増幅するための独立のステージ
を備えることができる。
【００４０】
　ＤＣ／ＤＣコンバータは、Ｉ／Ｑ変調状態（xLP(t)）のマグニチュード（｜xLP(t)｜）
を表す信号(xMC(t))の低速の高レベル成分を増幅することができる。
【００４１】
　Ｉ／Ｑ変調状態（xLP(t)）のマグニチュード（｜xLP(t)｜）を表す信号(xMC(t))の低速
の高レベル成分と、高速の低レベル成分とを結合するために、高速の低レベル成分が供給
され、増幅された低速の高レベル成分に基づいて利得制御される電力増幅器が存在してい
てもよい。
【００４２】
　Ｉ／Ｑ変調状態（xLP(t)）の位相情報（∠xLP(t)）で変調されたＲＦ信号（xP(t)）が
与えられ、結合されたエンベロープ（｜xLP(t)｜）を表す信号（xMC(t)）により利得制御
される、少なくとも一つの更なる電力増幅器が存在していても良い。
【００４３】
　Ｉ／Ｑ変調状態（xLP(t)）のマグニチュード（｜xLP(t)｜）を表す信号（xMC(t)）によ
り利得制御される、幾つかのシリアル接続された電力増幅器が存在していてもよい。ここ
で、カスケードされた電力増幅器の最も上流の電力増幅器には、Ｉ／Ｑ変調状態（xLP(t)
）の位相情報（∠xLP(t)）を伝搬するＲＦ信号（xP(t)）が与えられる。
【００４４】
　ここで、カスケードされた電力増幅器の少なくとも一つを、選択的にバイパスするため
のスイッチが与えられてもよい。
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【００４５】
　バイパスされた電力増幅器への電力供給（Vbat）を選択的に遮断するためのスイッチが
与えられても良い。
【００４６】
　Ｉ／Ｑ変調状態（xLP(t)）のマグニチュード（｜xLP(t)｜）を表し、シリアル接続され
た電力増幅器のうちの一つの利得を制御する信号（xMC(t)）を、選択的に弱める（select
ively dampen）ためのスイッチ（Ｓ１）が与えられても良い。
【００４７】
　本発明に対応する電力増幅回路は、ＧＳＭ、ＥＤＧＥ又はＵＭＴＳ標準に従う無線信号
の送信能力を有する無線通信装置において有利に利用することができる。
【００４８】
　また、本発明の有利な特徴、側面、利点は、以下の記述、特許請求の範囲及び添付図面
により明らかとなるであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４９】
　以下に、図２ｂに示される本発明の一つの実施形態の詳細について説明する。図１ａか
ら図２ｂまでにおいて参照番号が付されたシンボルの意味は、表１に記載の通りである。
【００５０】
　Ｉ／Ｑ変調器２００ｂにおいて、複素アナログベースバンド入力信号xLP(t)の同相（Ｉ
）成分及び直交（Ｑ）成分は、ベースバンド入力２２８ａから供給され、処理ブロック２
０８においてＩ／Ｑ変調状態xLP(t)のマグニチュード｜xLP(t)｜及び位相∠xLP(t)を表す
信号にそれぞれ変換される。
【００５１】
　ここでベースバンド入力は、既にＩ／Ｑ変調状態xLP(t)のマグニチュード｜xLP(t)｜及
び位相∠xLP(t)をそれぞれ表す信号で構成されていてもよく、他の場合においては、変換
ブロック２０８は必ずしも必要ではない。
【００５２】
　振幅(amplitude)｜xLP(t)｜及び位相∠xLP(t)は、別々に処理され、連続する増幅ステ
ージ２１２、２１４において結合され、変調されたＲＦ出力送信信号ｘ（ｔ）が生成され
る。
【００５３】
　よって、少なくともベースバンド及び変換部２０８のいずれかは、低速の高レベル成分
のための第１の分岐(branch)２２４ｂと、高速の低レベル成分のための第２の分岐２２４
ａにおいて、Ｉ／Ｑ変調状態xLP(t)のマグニチュード｜xLP(t)｜を表す信号を分割するよ
うに設計されている。本発明によれば、これらの二つの分岐は独立に処理される。ランプ
信号２２６において表される低速の高レベル成分２２２と、Ｉ／Ｑ変調状態xLP(t)のマグ
ニチュード｜xLP(t)｜を表す信号の高速の低レベル成分２２４とは、独立のステージ２０
４、２０６において増幅される。
【００５４】
　Ｉ／Ｑ変調状態xLP(t)のマグニチュード｜xLP(t)｜を表す信号の低速（狭帯域）の高レ
ベル成分２２２は、オペアンプ２０２（この第２の反転入力は、後述するようにフィード
バック信号が随意的に与えられる）に与えられ、バッテリＤＣ電圧２０１が与えられたＤ
Ｃ／ＤＣコンバータ２０４を利用して最終的に増幅されるランプ信号（ＵＭＴＳ及びＥＤ
ＧＥの仕様において、この信号自体は知られている）に含まれる。
【００５５】
　Ｉ／Ｑ変調状態xLP(t)のマグニチュード｜xLP(t)｜を表す信号の低速（狭帯域）の高レ
ベル成分２２２及び高速（広帯域）の低レベル成分２２４ａは、低レベル成分２２４ａを
、ＤＣ／ＤＣコンバータ２０４の出力により利得が制御され、増幅された高レベル成分２
２２に依存する電力増幅器２０６に供給することにより、結合される。
【００５６】
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　変換ブロック２０８から（或いは、直接にベースバンドにより）出力されるアナログ位
相信号∠xLP(t)の位相変調は、アップコンバージョン・ミキシング・ステージ（up-conve
rsion mixing stage）２１０により実行される。該アップコンバージョン・ミキシング・
ステージ２１０は、出力周波数が外部周波数制御回路により制御され、電圧制御発振回路
（ＶＣＯ）２１０ａを備える周波数合成部（ＦＳＵ）２１０ｂと、ＶＣＯ２１０ａの位相
の不安定さを補償するために利用されるフェーズ・ロック・ループ（ＰＬＬ）２１０ｃと
を備える。
【００５７】
　広帯域増幅器２０６から出力された結合されたエンベロープ信号xMC(t)は、選択的に弱
められ（抵抗ＲとスイッチＳ１を参照）、アップコンバージョン・ミキシング・ステージ
２１０の出力信号が与えられる、少なくとも一つの更なる電力増幅器２１２の利得を制御
する。即ち、ＲＦ信号xP(t)は、Ｉ／Ｑ変調状態xLP(t)の位相情報∠xLP(t)により変調さ
れることとなる。このように、変調されたＲＦ送信信号x(t)は、要素xMC(t)を表す結合さ
れた振幅と、位相変調されたＲＦキャリアｘP(t)との積により得られる。
【００５８】
　本発明の更なる実施形態によれば、Ｉ／Ｑ変調状態xLP(t)のマグニチュード｜xLP(t)｜
を表す信号xMC(t)は、幾つかの接続された電力増幅器２１２、２１４の利得を制御する。
ここで、カスケードされた電力増幅器２１２、２１４のうちの最も上流のもの（２１２）
には、Ｉ／Ｑ変調状態xLP(t)の位相情報∠xLP(t)を伝搬するＲＦ信号xP(t)が供給される
。よって、カスケードされた電力増幅器２１２、２１４のうちの少なくとも一つ２１４を
、スイッチＳ３により選択的にバイパスすることができる。バイパスを行う場合、バイパ
スされる電力増幅器への電力供給Vbatを、スイッチＳ２により選択的に遮断することがで
きる。言い換えれば、スイッチＳ２が開放される場合に、スイッチＳ３は制御部（不図示
）により閉じられる（また、その反対となる）。
【００５９】
　本発明に対応する電力増幅回路は、以下のように動作する。増幅モード（高出力モード
）では、入力ＲＦ信号が増幅経路２１２、２１４により増幅される。その一方で、このモ
ードではバイパス経路２１５は、増幅経路の動作に対し影響しない。バイパスモード（低
出力モード）ではスイッチＳ３が閉じられ、入力ＲＦ信号は、バイパス経路２１５を通っ
て電力増幅回路の出力をパスする。このとき、信号電力には考慮すべき変化は起こらない
。このモードでは、最後の電力増幅器２１４は、バイパス経路動作に全く影響を与えない
。結果として、要求される出力信号の広帯域スペクトルにおいて動作する場合、増幅手段
２１４による平均の消費電流を著しく減少させることができる。
【００６０】
　Ｉ／Ｑ変調状態xLP(t)のマグニチュード｜xLP(t)｜を表し、シリアル接続された電力増
幅器の一つ（２１２）の利得を制御する信号xMC(t)は、スイッチＳ１が開放の場合には抵
抗Ｒにより選択的に弱められる。抵抗Ｒを介した増幅器２１２におけるわずかな“変調”
(small modulation)は、高効率のクラスＣ増幅器を、増幅器２１２として利用可能とし、
低歪みコレクタ（low distortion collector）又はソース振幅変調（source amplitude m
odulation）を実行するために追加される。
【００６１】
　ここで、スイッチＳ３が閉じられ、後の増幅器２１４がバイパスされる２１５場合であ
っても、スイッチＳ１を（不図示の制御部により）閉じれば、増幅器２１２の少し弱めら
れた変調を全開値にまで変更されることは注意されたい。
【００６２】
　ＡＰＣ（automatic power control)ループ２２０について説明する。方向性結合器（di
rectional coupler）２１８により抽出される出力信号電力Px(t)の小さパート（small pa
rt）は、振幅検出器により検出され、増幅され、選択的に（スイッチＳ４）オペアンプ２
０２の反転入力にフィードバックされ、自動出力制御（ＡＰＣ）ループ２２０が提供され
る。
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【００６３】
　ＡＰＣループ２２０は、変調手法（ＧＳＭ、ＱＡＭ、ＵＭＴＳ及びＥＤＧＥの場合、周
波数変調）に依存し、送信機の動作状態は以下に説明するとおりである。
【００６４】
　ＵＭＴＳやＥＤＧＥでは、スイッチＳ４は開放され、これによりオペアンプ２０２の出
力信号には、ベースバンドから到来しランプ信号２２６に含まれる振幅情報が含まれるこ
とになる。しかしながら、ＥＤＧＥ信号を処理する場合、信号電力が所定の名目値に到達
するまでＡＰＣループを閉じておくことができる。この場合、信号電力が名目値に到達し
ＡＰＣループは開放されると、振幅情報は低下する（detoriated）。
【００６５】
　周波数変調されたＧＳＭ信号を送信する場合、ＡＰＣループは閉じられ、既知のＧＳＭ
ランプ電力制御（パワーアップ及びパワーダウン）が実行される。ここで、振幅変調は実
行されない。
【００６６】
　Ｉ／Ｑ変調器２００に関連する本発明の更なる実施形態について説明する。Ｉ／Ｑ変調
器２００は、複素アナログ・ベースバンド入力信号（xLP(t)）の同相（Ｉ）成分と直交（
Ｑ）成分とを、Ｉ／Ｑ変調状態（xLP(t)）のマグニチュード（｜xLP(t)｜）と、位相（∠
xLP(t)）とをそれぞれ表す信号に変換する変換部２０８と、振幅（｜xLP(t)｜）と位相信
号（∠xLP(t)）とを、変調されたＲＦ出力送信信号（x(t)）を生成するために結合する結
合部２１２とを備える。更に、Ｉ／Ｑ変調器２００は、Ｉ／Ｑ変調状態（xLP(t)）のマグ
ニチュード（｜xLP(t)｜）を表す信号の低速の高レベル成分２２２と、高速の低レベル成
分２２４とを、それぞれ増幅するための独立のステージ２０４、２０６を備える。
【００６７】
　ここで、Ｉ／Ｑ変調状態（xLP(t)）のマグニチュード（｜xLP(t)｜）を表す信号(xMC(t
))の低速の高レベル成分２２２は、ＤＣ／ＤＣコンバータにより増幅される。
【００６８】
　前段増幅ステージを提供する第１の電力増幅器２０６は、高速の低レベル成分２２４が
供給され、前段増幅された低速の高レベル成分２２２に基づいて利得制御される。これに
より、Ｉ／Ｑ変調状態（xLP(t)）のマグニチュード（｜xLP(t)｜）を表す信号(xMC(t))の
低速の高レベル成分２２２と高速の低レベル成分２２４とが結合される。Ｉ／Ｑ変調器２
００は、少なくとも一つの更なる電力増幅器２２２を備え、該電力増幅器２２２は、Ｉ／
Ｑ変調状態（xLP(t)）の位相情報（∠xLP(t)）で変調されたＲＦ信号（xP(t)）が与えら
れ、結合されたエンベロープを表す信号(the combined envelop-representing signal)（
xMC(t)）により利得制御される。
【００６９】
　本発明の他の実施形態によれば、Ｉ／Ｑ変調状態（xLP(t)）のマグニチュード（｜xLP(
t)｜）を表す信号（xMC(t)）により利得制御される、幾つかのシリアル接続された電力増
幅器２１２，２１４が採用される。ここで、カスケードされた電力増幅器２１２、２１４
の最も上流の電力増幅器２１２には、Ｉ／Ｑ変調状態（xLP(t)）の位相情報（∠xLP(t)）
を伝搬するＲＦ信号（xP(t)）が供給される。
【００７０】
　効率の最適化のため、カスケードされた電力増幅器２１２、２１４の少なくとも一つ（
２１４）を、スイッチＳ３が閉じられている場合には、バイパス回路２１５により選択的
にバイパスすることができる。バイパスが行われる場合、バイパスされた電力増幅器２１
４への電力供給（Vbat）を、他のスイッチ（Ｓ２）により選択的に遮断することができる
。バイパスモードは、必要なＲＦ信号電力が低く、かつ、ドライバＰＡ２１２が十分な利
得を生成可能な場合に利用されるべきである。ここで、スイッチＳ２は、幾つかのＰＡチ
ップがいかなる電力節約モードも有しない場合に、エネルギー消費を減少させるのに役立
つ。他の実施形態によれば、スイッチＳ１は、抵抗Ｒ及びシリアル接続された電力増幅器
２１２、２１４の一方（２１２）の利得を制御することにより、Ｉ／Ｑ変調状態（xLP(t)
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）のマグニチュード（｜xLP(t)｜）を表す信号（xMC(t)）を、選択的に弱める（selectiv
ely dampen）ために利用される。全てのスイッチは、ＰＩＮダイオード又はＭＯＳ電界効
果トランジスタ（ＦＥＴ）を利用して実現することができる。
【００７１】
　最後に、本発明の他の実施形態は無線送信機及び移動体通信装置に関連するものであり
、上述のＩ／Ｑ変調器２００が適用される。
【００７２】
　提案技術は、携帯電話通信システムの異なる標準をサポートする（複数の標準が適用さ
れる環境でも構わない）ユニバーサルな送信機を可能とするものである。送信機は、異な
る高効率なモードを異なる標準（ＱＡＭ（ＣＤＭＡ、ＷＣＤＭＡ又はＥＤＧＥ）及びＧＭ
ＳＫ）に適応させることができる。
【００７３】
[表１]
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　表１は、図示された特徴及び対応する参照番号を示す。
【図面の簡単な説明】
【００７４】
【図１ａ】従来技術に対応するＩ／Ｑ変調器を利用する従来的なＱＡＭ送信機を模式的に
示すブロックである。
【図１ｂ】従来技術に対応するＩ／Ｑ復調器を利用する従来的なＱＡＭ受信機を模式的に
示すブロックである。
【図２ａ】ＲＦ信号生成器を実現するアナログ回路の出力ポートにおける信号レベルを安
定化させるために使用される、従来の自動レベル制御（ＡＬＣ）ループを模式的に示すブ
ロック図である。
【図２ｂ】Ｉ／Ｑ変調器を有するＱＡＭ送信機を模式的に示すブロック図である。
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【図２ａ】

【図２ｂ】



(18) JP 4527713 B2 2010.8.18

10

20

フロントページの続き

(72)発明者  ヴァルラモフ，　オレグ
            ロシア国　モスクワ　１１１０２４，　アヴィアモタルナヤ　８エー
(72)発明者  イトキン，　グリゴリー
            ドイツ国　ミュンヘン　８１５４１，　エドワード－シューミット－シュトラーセ　１７

    審査官  儀同　孝信

(56)参考文献  特表２００３－５００８７３（ＪＰ，Ａ）
              特開昭６０－１２４１２７（ＪＰ，Ａ）
              米国特許出願公開第２００２／０１９３０８５（ＵＳ，Ａ１）
              特開平０３－１０４４２２（ＪＰ，Ａ）
              特開平０２－２９１７０４（ＪＰ，Ａ）
              特開２００２－２０８８６４（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              H03C  3/00-99/00、
              H03F  1/00- 3/45、 3/50- 3/52、
                    3/62- 3/64、 3/68- 3/72、
              H04B  1/02- 1/04、
              H04L 27/00-27/38


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

